
全国観光情報データベースの商品登録機能の実装について

【令和５年度日本観光振興デジタルプラットフォーム構築事業】

令和６年３月５日

機能概要資料
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商品データベースによる地域商品との連携

▼全国観光情報データベースと商品連携イメージ

①個別登録
②③API連携
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管理画面から商品情報を登録する際の流れ

冬の釧路湿原ネイチャーカヌー

真っ白な釧路湿原でカヌーに乗ってネイチャーウォッチング。
幻想的な串湿原に出会うチャンスです。

冬の釧路湿原ネイチャーカヌー (半日)

真っ白な釧路湿原でカヌーに乗ってネイチャーウォッチング。
幻想的な串湿原に出会うチャンスです。

冬の釧路湿原ネイチャーカヌー (2泊3日)

真っ白な釧路湿原でカヌーに乗ってネイチャーウォッチング。
幻想的な串湿原に出会うチャンスです。

釧路湿原のカヌーツアーと花を巡る１日ツアー

花がたくさん見られるのは、６月から８月の中旬頃です

幻想的な冬のカヌー1日、1組限定

12月から3月中旬まで。

登録権限保持者:自治体、観光協会
（＝全国観光情報データベースの更新担当）

ホームページへ反映

管理画面（CMS）より商品情報を登録されま
すと、『JAPAN 47 GO』の観光情報ページの
「予約」欄に当該情報が掲載されます。

商品情報登録

※管理画面での登録方法につきましては、最新の操作マニュアルをご参照ください。

※令和６年４月を目途にDMOや事業者
による登録も開始する予定です。

【実証】会員企業の直販システムとの連携
（例：NECガイド予約支援サービス）

NECガイド予約支援サービスの商品登録画面より
「JAPAN 47 GO」への連携を設定の上登録された商品情報は、
API連携により「JAPAN 47 GO」に自動的に取り込まれます。
当該情報も管理画面から確認できます。
※詳細は担当までお問い合わせください。
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観光情報の閲覧から予約までの流れ

観光情報検索サイト『JAPAN 47 GO』
ホームページから観光情報の検索が出来ます。

検索条件：「行き先」「時間・日付」
「キーワード」

冬の釧路湿原ネイチャーカヌー

真っ白な釧路湿原でカヌーに乗ってネイチャーウォッチング。
幻想的な串湿原に出会うチャンスです。

冬の釧路湿原ネイチャーカヌー (半日)

真っ白な釧路湿原でカヌーに乗ってネイチャーウォッチング。
幻想的な串湿原に出会うチャンスです。

冬の釧路湿原ネイチャーカヌー (2泊3日)

真っ白な釧路湿原でカヌーに乗ってネイチャーウォッチング。
幻想的な串湿原に出会うチャンスです。

釧路湿原のカヌーツアーと花を巡る１日ツアー

花がたくさん見られるのは、６月から８月の中旬頃です

幻想的な冬のカヌー1日、1組限定

12月から3月中旬まで。

クリック

予約サイトで申し込むと、
予約＆決済が成立します

【トップページ】 【「カヌー体験」詳細ページ】

クリック

【「カヌー体験」での検索結果】 クリック

予約サイトへ
遷移します

「予約」各明細には
リンクが設定されています

検索
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マルチチャンネル販売プラットフォームにおける「ユニバーサルID」の実装

【参考】今後の展開について：「ユニバーサルID」の実証
【背景】

観光情報が様々な業界、組織で別々に管理・発信されており、散在している現状

・適切に更新されず、古い情報のまま残っているものも多数存在

・SNS等の隆盛により情報過多となり、WebサイトやSNSの情報が更新されていない場合は、

発信者が信憑性を失う恐れがある

【目的】

異なる業界、組織間でも同一の対象を示す観光情報を

連携して活用することが求められる

→ 網羅的な更新が可能となり、

結果、情報の発信者側も信憑性を確保することに繋がる

全国レベルでユニークなIDを採番し、管理することで、連携を促進する仕組みが必要

公共性を保ちながら、直販や商品流通ルートの拡大、マーケティングツールなどを連携させ、地域
の利益向上を図る。様々な観光関連サービスとの横連携がしやすい業界内の仕組みづくり「マルチ
チャンネル販売プラットフォーム」を構築し、利用拡大、地域への横展開を目指す。
業界全体として、あらゆる商品、情報が簡便に連携できるようになることで、利用者の利便性向上
を図るとともに、地域及び観光産業全体がより効果的に収益を上げることを可能にする。


